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右
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産
業
廃
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物
の
処
理
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関
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松 

浦 

利 
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一 

 



 

こ
う
し
た
中
で
、
先
般
、
宮
崎
県
串
間
市
に
産
業
廃
棄
物
を
持
ち
込
み
た
い
と
千
葉
県
の
産
業
廃
棄
物
処
理
業

者
か
ら
打
診
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
串
間
市
、
同
市
周
辺
市
町
村
及
び
宮
崎
県
で
は
受
入
れ
反
対
の

運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。 

近
年
、
好
景
気
を
背
景
と
し
た
ビ
ル
・
住
宅
等
の
建
設
ブ
ー
ム
や
生
産
活
動
の
活
発
化
に
伴
い
、
産
業
廃
棄
物

の
発
生
量
は
急
増
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
が
一
層
進
展
す
る
下
で
、
首
都

圏
で
発
生
す
る
産
業
廃
棄
物
は
膨
大
な
量
に
達
し
、
処
理
し
き
れ
な
い
産
業
廃
棄
物
が
同
圏
域
か
ら
遠
隔
地
域
に

搬
出
さ
れ
、
各
地
で
、
種
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を
惹
起
す
る
等
、
産
業
廃
棄
物
問
題
は
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。 串

間
市
は
「
イ
モ
を
洗
う
文
化
猿
」
の
生
息
す
る
幸
島
や
野
生
馬
で
知
ら
れ
る
都
井
岬
な
ど
豊
か
な
自
然
と
観
光 

産
業
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
そ
の
環
境
及
び
イ
メ
ー
ジ
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
も
、
「
都
会
の
ゴ
ミ
捨
て

場
」
と
な
る
こ
と
は
絶
対
に
容
認
で
き
な
い
と
い
う
の
が
大
多
数
の
串
間
市
民
、
宮
崎
県
民
の
共
通
し
た
意
見
で

あ
る
。 

一 

産
業
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
現
状
認
識
等
に
つ
い
て 

4 

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等
不
適
正
処
理
・
処
分
の
実
態
の
把
握
状
況
と
処
罰
件
数
並
び
に
そ
の
効
果 

3 

産
業
廃
棄
物
の
排
出
総
量
の
う
ち
、
再
生
利
用
さ
れ
る
量
、
中
間
処
理
さ
れ
る
量
、
最
終
処
分
さ
れ
る
量

及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
廃
棄
物
の
種
類
別
量
並
び
に
そ
の
処
理
・
処
分
実
績 

2 

産
業
廃
棄
物
の
都
道
府
県
域
を
越
え
て
の
移
動
実
態
、
都
道
府
県
別
産
業
廃
棄
物
の
排
出
量
及
び
他
の
都

道
府
県
間
と
の
流
入
・
流
出
量 

1 

産
業
廃
棄
物
の
急
増
の
背
景
と
原
因
に
対
す
る
認
識
、
産
業
廃
棄
物
排
出
総
量
及
び
そ
の
種
類
別
量 

そ
こ
で
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

二 

産
業
廃
棄
物
の
排
出
総
量
の
低
減
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
化
、
減
量
化
策
に
つ
い
て 

6 

産
業
廃
棄
物
に
関
す
る
指
導
要
綱
の
策
定
等
の
規
制
策
を
講
じ
、
ま
た
は
検
討
し
て
い
る
地
方
自
治
体
と

規
制
策
の
内
容 

5 
地
方
自
治
体
の
産
業
廃
棄
物
に
関
す
る
政
府
へ
の
要
望
内
容
と
そ
の
時
期
並
び
に
当
該
要
望
に
対
し
政
府

が
講
じ
て
き
た
措
置
内
容 

増
大
の
一
途
を
辿
り
、
自
区
内
処
理
・
処
分
が
益
々
困
難
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
産
業
廃
棄
物

の
排
出
総
量
を
可
能
な
限
り
低
減
化
し
つ
つ
、
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
化
を
徹
底
し
て

い
く
社
会
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
、
排
出
企
業
に
対
し
排
出
量
を
低
減
化
す
る
よ
う
強
力
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
化
が

円
滑
か
つ
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
政
府
が
積
極
的
に
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

以
上
の
点
に
つ
い
て
、
詳
細
に
数
字
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

三 

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の
見
直
し
・
改
正
に
つ
い
て 

1 

法
制
定
以
来
、
二
十
年
を
経
た
今
日
、
我
が
国
の
経
済
社
会
は
驚
く
ほ
ど
の
変
貌
を
遂
げ
て
お
り
、
産
業

廃
棄
物
対
策
に
関
し
て
も
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
当
然
の
こ
と
と
考
え 

産
業
廃
棄
物
が
急
増
し
、
自
区
内
処
理
・
処
分
場
不
足
か
ら
産
業
廃
棄
物
の
広
域
移
動
量
が
激
増
し
つ
つ
あ

る
一
方
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
の
域
外
廃
棄
物
の
締
め
出
し
等
の
規
制
が
強
化
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
行
き
場

を
失
っ
た
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等
に
よ
る
環
境
破
壊
等
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
等
、
産
業
廃
棄
物
の
法
的

措
置
を
含
め
た
処
理
・
処
分
体
制
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
処
理
・
処
分
す
べ
き
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
技
術
開
発
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
処
理
業
者
等
が
取
得
す
る
減
量
化
設
備
等
に
つ
い
て
財
政
・
金
融
・
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
を
講
じ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

以
上
の
点
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
と
対
応
方
針
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

3 

法
改
正
の
検
討
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
自
治
体
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
等
関
係
者
、
学
識
経
験
者

は
も
と
よ
り
広
く
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
具
体
的
検
討
課
題
と
し
て
以
下
の
点
に

つ
い
て
十
分
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
に
つ
い
て
の
現
時
点
に
お
け
る

政
府
の
見
解
を
承
り
た
い
。 

2 

産
業
廃
棄
物
の
発
生
・
処
理
の
実
態
に
照
ら
し
、
法
改
正
を
含
め
た
抜
本
的
な
産
業
廃
棄
物
対
策
の
確
立

が
急
務
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
と
対
応
方
針
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

(二 ) 

排
出
事
業
者
に
対
す
る
排
出
量
の
低
減
化
努
力
並
び
に
リ
サ
イ
ク
ル
化
、
減
量
化
の
促
進
を
図
る
た
め 

(一 ) 

産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
・
処
分
に
関
し
、
国
の
責
任
と
役
割
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支

援
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
こ
と
。 

る
。
問
題
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
深
刻
化
さ
せ
て
き
た
責
任
の
大
半
は
、
適
時
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
な
く

事
態
を
放
置
し
て
き
た
政
府
、
特
に
厚
生
省
に
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

七 

 



 

(六 ) 

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
都
道
府
県
知
事
へ
の
届
け
出
制
か
ら
許
可
制
に
す
る
と
と
も
に
、
許
可
に
際

し
て
は
、
当
該
施
設
予
定
地
に
属
す
る
市
町
村
長
の
意
見
を
十
分
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
。 

(五 ) 

産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
の
許
可
基
準
を
厳
格
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
健
全
な
育
成
・
強
化
を
図
る
た

め
、
十
分
な
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

(四 ) 

排
出
事
業
者
か
ら
最
終
処
分
場
ま
で
の
産
業
廃
棄
物
の
流
通
及
び
管
理
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
伝
票

で
管
理
す
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
り
、
関
係
事
業
者
に
義
務
づ
け
る
こ
と
。 

(三 ) 
同
法
の
規
定
で
は
、
排
出
事
業
者
の
「
自
己
処
理
原
則
」
を
明
定
し
て
い
る
が
、
実
際
は
処
理
業
者
に
安

易
に
委
託
す
る
場
合
が
多
い
。
従
っ
て
、
排
出
事
業
者
に
対
し
、
処
理
・
処
分
の
確
認
を
義
務
づ
け
る
等

そ
の
責
任
の
強
化
と
明
確
化
を
図
る
こ
と
。 

の
効
果
的
な
措
置
の
導
入
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
。 

八 

 



 

 

九 

(七 ) 

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
及
び
そ
の
搬
入
経
路
に
お
い
て
、
環
境
破
壊
等
の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
の
救

済
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。 

な
お
、
政
省
令
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
産
業
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
及
び
処
分
に
関
す
る

基
準
等
に
つ
い
て
も
、
厳
格
化
す
る
こ
と
。 

四 

当
面
緊
急
に
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て 

法
的
措
置
を
含
め
た
産
業
廃
棄
物
の
処
理
・
処
分
体
制
の
抜
本
的
見
直
し
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
緊
急

的
措
置
と
し
て
、
地
元
が
円
満
に
受
け
入
れ
る
場
合
を
除
き
、
産
業
廃
棄
物
の
都
道
府
県
域
を
越
え
て
の
広
域

移
動
を
や
め
さ
せ
る
よ
う
関
係
事
業
者
に
強
力
に
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


